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研究成果の概要（和文）：武力紛争下で破壊や攻撃の危機にある歴史的な文化遺跡を人類共通の未来共生に向け
た「歴史遺産」として保護する「深層の平和構築」政策の推進のための条件を学際的に研究した。特に、文化遺
跡の「遺産化」を可能とする非政治化・脱過激化・経済利益の分配・社会倫理的な多元主義の推進に向けた政治
プロセスと教育プログラムについて検討した。

研究成果の概要（英文）：The study explored the conditions under which we can promote what we call "
deeper-level peacebuilding" which enables people to protect historic monuments and properties as 
common human, future-oriented "historic heritages." This interdisciplinary study examined both 
political process and educational programs that would advance "heritagization" of cultural monuments
 and properties by de-politicization, de-radicalization, distribution of economic interests, and 
socio-ethical pulralization. 

研究分野：国際関係論
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）科学技術の進展やグローバル化の拡大
によって人類の統合と共生の前進が期待さ
れた 21 世紀の世界では、残念なことにむし
ろ分裂と対立が拡大しているように見える。
本研究開始時の世界は、特にイスラム原理主
義の武装勢力 IS が現代の国境線を否定し、
中世の「カリフ国家」の再興を目指し、その
過程で多くの貴重な世界遺産級の文化財や
遺跡が次々と破壊される事件が発生した。振
り返ると、その傾向は、2001 年 2 月、世界
に大きな衝撃を与えたターリバーンによる
バーミヤン遺跡の石仏爆破事件でも見出す
ことができた。 
（２）武力紛争下にあって、人々の歴史や精
神や魂の深層につながるアイデンティティ
を体現する文化財が、それゆえに破壊や攻撃
の対象となる事件が多発するなか、そうした
動きを食い止め、人々が文明・文化・民族等
の差異を乗り越え、相互尊重と多様性の受容
による共生社会の形成に向けた戦略と手段
が最も求められる時代にあるとの認識のも
の、本研究は構想された。 
（３）本構想は、研究代表者が、歴史的な文
化遺産の保護に全身全霊で臨んだ故・平山郁
夫画伯（文化遺産国際協力コンソーシアム初
代会長）の遺志を汲む国際シンポジウム「文
化遺産保護は平和の礎を作る」の企画・運営
に深く参画したことも契機としている。 
 
２．研究の目的 
（１）本研究は、歴史遺産が人々の間の憎
悪・敵対・否定の象徴として破壊や攻撃の対
象となる一方、これらを人々が未来志向で多
様性を相互に尊重し合い、受け入れ、高め合
う共生（＝未来共生）を実現するツールに転
換するにはどのような要素が求められるの
かを研究することを目的とする。 
（２）武力紛争の影響を受ける人々が互いの
歴史遺産の保護を通じて未来共生社会の構
築に向かうプロセスを「深層の平和構築」と
捉え、理論と事例の両面から研究することも
本研究の目的とする 
 
３．研究の方法 
（１）歴史遺産を保護・回復するプロセスが、
紛争下ないしポスト紛争社会に持続的な平
和をもたらすための平和構築支援において
は、単に制度面のみならず人々の深層の心理
や精神面にまで作用する重要な意義を有し、
未来共生社会の形成の礎になりうる、との操
作仮説を打ち立て、検証する。 
（２）理論と事例の研究にあたっては、国際
関係論、国際安全保障論、文化財保存学、歴
史学、倫理学、メディア学、芸術学などの知
の統合を通じ、「深層の平和構築」実践に向
けた方法論を見出す方法論をとった。 
 
４．研究成果 
（１）研究は理論と事例の両面から未来共生

を通じた深層の平和構築」というプロセスを
仮定し、各自の研究においては、歴史遺産の
保護がどのように深層レベルで平和構築に
結びつけられ得るのかについて検討を続け、
各自が専門とする地域の事例間の比較を行
った。事例の分析は、イスラエル・パレスチ
ナ、セルビア・コソボ、トルコ、キプロス、
タイ、カンボジアなど多方面で行われた。 
 その中で明らかになったのは、文化遺跡保
存や国連教育科学文化機関（UNESCO）の活動
などで一般に先進的とされる欧州の事例に
おいて、遺跡が異なる民族や文化のアイデン
ティティを表象する文脈で破壊や攻撃の対
象とされる傾向がみられたのに対し、紛争や
虐殺の後遺症が現在も残るカンボジアの事
例で、アンコールワット遺跡が民族や宗教の
分断を超えるカンボジア人全体の統合と共
生の象徴とされてきた現実であった。イスラ
ム原理主義による暴力的過激主義はこの両
極の間に位置する可能性がある。これは、現
行の欧米主導の世界秩序が中世「カリフ制」
の崩壊につながったことから、暴力的な手段
を用いても秩序の再編を求めようとする動
きであり、その結果として文化財の否定とい
う象徴的に表れたケースと考えられる。 
（２）文献調査や複数の事例研究を通じた研
究会合のなかから本プロジェクトとして、今
回、新たな分析概念として歴史的な文化財・
遺跡の「遺産化（heritagization）」概念を
打ち出すこととした。 
我々が定義する「遺産化」とは、歴史的な
文化財や遺跡が後世の政治や人の手によっ
て特定の意味を付与された「遺産」として再
解釈されるプロセスを指す。つまり、本研究
の当初は、「歴史遺産」という用語を比較的
自由に使ってはいたが、一つの文化財や遺跡
はそのままでは自動的に遺産として認識さ
れるわけではなく、それぞれの歴史の文脈に
おいて人々が政治的な意味を付与すること
によって特定の非物質的なレガシー（遺産）
認識を含む主に物理的なヘリテージ（遺産）
財とされるプロセスである。本研究では、「遺
産化」のいくつかのパターンを分ける要因に
ついて検討を加えてきた。 
現段階での結論として、第一に文化財や遺
跡そのものが持つ①国内的な文脈や地位、②
国際的な知名度や地位、③経済的な価値、第
二に文化財や遺跡の存在する国の①アイデ
ンティティをめぐる政治的対立の有無や深
刻さ、②異なる文化集団間の経済的な格差、
③遺跡を利用しようとする政治エリートの
有無、さらに第三にその社会の①多様性やそ
れを包含する成熟度、②遺跡に携わる「人」
の育成度合い、などがこの「遺産化」プロセ
スを大きく左右する要因として特定するこ
とを導き出した。そして、こうした「遺産化」
のプロセスを通じて対立ではなく相互尊重
を見出す場合に「未来共生」秩序が形成され
るとの仮説を立てることとなった・ 
（３）さらに、本研究では、これらの分析の



精緻化と、未来共生社会の形成に向けた教育
プログラムへの応用を次のステップの作業
とした。なぜなら、次世代が過去の相互に否
定的な歴史教育を改め、より相互理解と多様
性への受容と多文化・多様性の建設的な理解
と尊重に基づく新社会秩序の形成を促すこ
とこそが平和構築の礎を築くことにつなが
ると考えるからである。 
 具体的には、対立関係にある人々が、文化
財や遺跡を相互に共有する「歴史遺産」とし
て認識し、破壊・争奪・遺棄する姿勢から修
復・共治・保全につとめる関係に移行をする
のかは、政治的効果（歴史遺産の政治化では
なく非政治化）、経済的効果（歴史遺産の経
済効果の独占ではなく適切な分配）、社会倫
理的効果（歴史遺産を否定する独裁ではなく、
多元主義を容認する脱専制的な姿勢の確保）
が重要になることを指摘した。 

 

 そして、歴史遺産の非政治化・脱独占、脱
専制の方向に人々を動かす作用のなかにア
ート、教育、メディアの役割がいかに大きい
かも本研究ではあきらかにされた。 
（４）なお、本研究の研究協力者の石澤良昭
は、カンボジアのアンコール遺跡研究の第一
人者であり、半世紀以上にわたり同遺跡の修
復に尽力し、カンボジア人が文化遺産に対す
る誇りを取り戻すことに寄与したことを受
賞理由に 2017 年のマグサイサイ賞（アジア
のノーベル賞と呼ばれる権威ある賞）を受賞
したが、その業績を記念するレクチャーでは、
本共同研究の成果を踏まえ、カンボジアでの
アンコール遺跡の存在は、歴史遺産と未来共
生に関わる「深層の平和構築」の事例と位置
つけている。 
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